
1.　重要な会計方針

(1)　有価証券の評価基準及び評価方法
       満期保有目的の有価証券・・・・・償却原価法（定額法）によっている。

　(2)　固定資産の減価償却の方法
      什器備品・・・・・定率法によっている。
      ソフトウェア・・・・・定額法によっている。

(3)　引当金の計上基準
     退職給付引当金・・・・・・・期末退職給与の自己都合要支給額に相当する金額を計上している。
     求償権償却引当金・・・・・求償権の回収不能による損失に備えるため、回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上している。
     債務保証損失引当金・・・債務保証に係る損失発生に備えるため、必要額を計上している。

(4)　キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲
     キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手元現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能で
　あり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３か月以内に償還期限の到来する短期投資からなっている。

(5)　消費税等の会計処理
     消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

2.　特定資産の増減額及びその残高  
  特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。 　

(単位：円)

　特定資産
　　債務保証引当資産 4,118,313,015 0 0 4,118,313,015
　　損失補填引当資産 50,000,000 0 0 50,000,000
　　過剰米対策基金引当資産 22,214,422,120 0 15,810,333,150 6,404,088,970
　　入会金引当資産 450,000 0 0 450,000
　　もち米基金引当資産 1,693,789,415 0 215,059,371 1,478,730,044
　　消費拡大・情報提供準備金引当資産 2,941,644,898 0 200,000,000 2,741,644,898
　　情報事業引当資産 922,014,263 0 53,000,000 869,014,263
　　精米設備導入助成事業引当資産 422,895,014 0 34,880,376 388,014,638
　　管理費維持引当資産 904,000,000 0 0 904,000,000
　　退職給付引当資産 427,239,220 23,098,892 16,903,000 433,435,112

合　　　　　　　　計 33,694,767,945 23,098,892 16,330,175,897 17,387,690,940

3.　特定資産の財源等の内訳
  特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 　

(単位：円)
（うち指定正味財 （うち一般正味財 （うち負債に
産からの充当額） 産からの充当額） 対応する額）

　特定資産
　　債務保証引当資産 4,118,313,015 (4,118,313,015) (0) (0)
　　損失補填引当資産 50,000,000 (0) (50,000,000) (0)
　　過剰米対策基金引当資産 6,404,088,970 (6,404,088,970) (0) (0)
　　入会金引当資産 450,000 (0) (0) (450,000)
　　もち米基金引当資産 1,478,730,044 (1,478,730,044) (0) (0)
　　消費拡大・情報提供準備金引当資産 2,741,644,898 (2,741,644,898) (0) (0)
　　情報事業引当資産 869,014,263 (869,014,263) (0) (0)
　　精米設備導入助成事業引当資産 388,014,638 (388,014,638) (0) (0)
　　管理費維持引当資産 904,000,000 (904,000,000) (0) (0)
　　退職給付引当資産 433,435,112 (0) (0) (433,435,112)

合　　　　　　　　計 17,387,690,940 (16,903,805,828) (50,000,000) (433,885,112)

財務諸表の注記

当期減少額 当期末残高

 科  　　　　　  　目 当期末残高

当期増加額 科  　　　　　  　目 前期末残高



4.　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
  固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。 　

(単位：円)
 科   　　　　　　　　 　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

　什器備品 30,871,549 20,443,132 10,428,417
　 ソフトウェア 14,852,250 12,223,312 2,628,938

合　　　計 45,723,799 32,666,444 13,057,355

5.　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

(単位：円)
 科   　　　　　　　　 　目 帳簿価額 時価 評価損益

　債務保証引当資産（有価証券） 3,718,313,015 3,991,670,560 273,357,545 済
　損失補填引当資産（有価証券） 50,000,000 56,290,500 6,290,500 済
　もち米基金引当資産（有価証券） 654,043,761 654,308,043 264,282 済
　消費拡大・情報提供準備金引当資産（有価証券） 2,717,341,200 2,745,602,600 28,261,400 済
　情報事業引当資産（有価証券） 711,478,818 726,248,100 14,769,282 済
　精米設備導入助成事業引当資産（有価証券） 360,686,826 361,718,340 1,031,514 済
　管理費維持引当資産（有価証券） 804,000,000 839,059,207 35,059,207 済
　退職給付引当資産（有価証券） 332,506,352 374,338,976 41,832,624 済
　投資有価証券 12,416,813,172 13,145,663,324 728,850,152 済

合　　　計 21,765,183,144 22,894,899,650 1,129,716,506

6.　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳
  指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

(単位：円)
金　　額

　経常収益への振替額
156,162,429 済

16,313,272,897 済
16,469,435,326 済

7.　キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

   　現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている金額との関係は以下のとおりである。

（単位：円）
内容 前期末 当期末

現金預金勘定 304,984,413 194,748,430
預金期間が3か月を超える定期預金 △ 5,000,000 △ 5,000,000
現金及び現金同等物 299,984,413 189,748,430

　　特定資産の運用益計上による振替額
　　受取寄付金の計上による振替額

合　　　　　　計

内　　　　　　容

  満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。


